
このたびは、ファミリーメディカルチェア3Aをお買い上げいただき、まことにありがとうございました。
この製品は、疲労の回復・改善を目的としたさまざまなマッサージがお楽しみいただけます。
皆様の日々の健康管理の良きパートナーとして末永くご愛用ください。
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◎「取扱説明書」は、いつでも見られるように大切に保管してください。
◎保証書は、お買い上げの際必ずお受け取りの上、「取扱説明書」とともに大切に保管してください。
◎この製品は、部品調達および部品組立てを中国にある弊社工場で分担し、日本国内の弊社工場にて
　企画／開発／設計から最終組立て、および品質保証を行っております。
◎この製品は、一般家庭用として設計されていますので、一般家庭以外（業務用など）でご使用の場合は、
　お買い上げの販売店またはサービスセンターにご相談ください。

ご使用前には、この「取扱説明書」をよくお読みの上、正しくお使いください。 添付文書

取扱説明書
保証書別途添付

日本国内専用 この製品は日本国外への輸出と使用を禁止しています。
PROHIBIT THE EXPORT AND THE USE OF THE CHAIR OUTSIDE OF JAPAN.

この製品に添付の保証書は、日本国内においてのみ有効です。
よってこの製品を国外に持ち出した場合、保証及び修理対応はできませんのでご了承ください。
JAPANESE EQUIPMENT SPECIFICATION WARRANTY APPLIES ONLY IN JAPAN. 
WARRANTY INCLUDING REPAIRS BY THE MANUFACTURER DOES NOT APPLY IF THE CHAIR IS TAKEN OUT OF JAPAN. 
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安全上のご注意
ご使用の前に、この安全上のご注意をよくお読みの上、正しくお使いください。この取扱説明書には、お使いになる方や他の人への危害と財産
の損害を未然に防ぎ、安全に正しくお使いいただくために、重要な内容を記載しています。次の内容（表示・図記号）をよく理解してから本文
をお読みになり、記載事項をお守りください。なお、各部の名前については5～6ページをご覧ください。

表示の種類

 警告 誤った取り扱いをすると人が死亡または重傷を負う危険性が想定される場合。

 注意 誤った取り扱いをすると人が傷害を負う可能性または物的損害のみの発生が想定される場合。

図記号の種類と意味

 記号は、禁止の行為であることを示しています。（左図の場合は分解禁止）

 記号は、行為を強制したり指示したりするものです。（左図の場合は電源プラグを抜く）

お読みになった後も、お使いになる方がいつでも見られるところに大切に保管してください。

ご使用場所の注意点

 注意

●	浴室やサウナ、湿気の多い場所では使用しないでください。
→感電や故障の原因になります。

●	床面が水平な場所に置いて使用してください。
→不安定な場所では本体が転倒し事故の原因になります。

●	万一の感電防止のために、アース線を取り付けてください。
詳しくは、8ページをご覧ください。

●	アース線はガス管・水道管・電話線・避雷針には絶対に接続しないでください。

ご使用前の注意点

 警告
●	次の人は使用しないでください。
◎医師からマッサージを禁じられている人　例：血栓（塞栓）症、重度の動脈りゅう（瘤）、急性静脈りゅう（瘤）、
　各種皮膚炎および皮膚感染症［皮下組織の炎症を含む］など。　◎急性の頚椎ねんざ（むちうち症）の疑いのある人

●	次の人は、使用前に医師に相談してください。
◎心臓に障害のある人　◎糖尿病などによる高度な末梢循環障害による知覚障害のある人　
◎骨粗しょう（鬆）症の人やせきつい（脊椎）の骨折、急性［とう（疼）痛性］疾患の人　◎施療部位に創傷のある人
◎体温38℃以上（有熱期）の人　例：急性炎症症状［けん（倦）怠感、悪寒、血圧の変動など］の強い時期。衰弱しているとき。
◎妊娠初期の不安定期または出産直後の人　◎ペースメーカーなどの電磁障害を受けやすい体内植込み型医用電気機器を使用し
ている人　

◎背骨（脊椎）に異常のある人または背骨が左右に曲がっている人　◎かつて医師に治療を受けた部位、または現在治療中の疾患
部位へ使用する人

◎悪性のしゅよう（腫瘍）のある人　◎安静を必要とする人　◎内臓疾患（胃炎、腸炎、肝炎）などの急性症状のある人
◎医師の治療を受けている人や、特に体の異常を感じている人　◎リウマチ症、痛風などにより関節が変形している人
◎めまい、ふらつき、耳鳴りの症状がある人　◎捻挫、肉離れなどの炎症性の人　◎腱鞘炎、またはそのおそれのある人

●	特定の病気をお持ちでない場合でも、高齢者や骨が弱いと思われる方は使用前に医師に相談してください。
●	使用しても、効果が現れない場合、医師又は専門家に相談してください。

●	電源は交流100V以外では使用しないでください。
→火災や感電の原因になります。

●	変圧器を用いた使用はしないでください。
→故障や感電の原因になります。

●	電源コードや電源プラグがいたんだ状態、またはコンセントの差し込みがゆるいときなどは使用しないでください。
→感電・ショート・発火の原因になります。

●	マッサージの前には必ず本体布地が破れていないか確認してください。また、その他の部分に布地の破れがないことを確認
してください。どんな小さな破れでもただちに使用を中止し、電源プラグを抜き、サービスセンター（裏表紙に記載）にご連
絡ください。
→布地が破れた状態で使用すると、ケガや感電のおそれがあります。
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ご使用前の注意点

 注意
●	電源プラグをコンセントに差し込む前にPOWER（主電源）スイッチが「OFF」になっていることを確認してください。
→故障や感電の原因になります。

●	電源プラグおよびコネクターは確実に最後まで差し込んでください。
→感電やショート・発火の原因になります。

●	ご使用前にはこの取扱説明書にしたがい全てのスイッチを順次入れ、機器が正常に動作することをお確かめください。
●	ご使用前には背もたれを完全に起こし体調に応じてリクライニング角度を調節し、はじめは弱い刺激でマッサージしてくだ
さい。
→はじめからマッサージの刺激を強くすると、ケガのおそれがあります。特に高齢者や骨が弱いと思われる方は、十分注意して
マッサージしてください。

●	安全のために、もみ玉の位置を確認した上で、体をねじらず背骨が左右のもみ玉の間にくるように、ゆっくりと座ってください。
●	椅子に腰掛けたり、椅子から立ち上がるとき以外は、フットレストの上にのる、立つ、座る等の行為はしないでください。
→転倒による事故やケガ、故障の原因になります。

●	しばらくご使用にならなかった後、再びご使用になるときは必ずもう一度この取扱説明書をよくお読みの上、機器が正常に動
作することを確認してからご使用ください。

●	この取扱説明書の使用法以外の使い方をしないでください。また、本機と他の治療器や電気毛布などを併用しないでください。
→体に悪い影響を与えたりケガの原因になります。

●	人をのせたまま移動しないでください。
→本体の転倒により、事故やケガの原因になります。

●	フットレストを上げたまま椅子に座らないでください。
→フットレストに衝撃が加わり、故障の原因となります。また、本体の転倒により事故やケガの原因になります。

●	付属品以外のものを用いて本機を使用しないでください。

ご使用時の注意点

 警告
●	電源コードやリモコンのコードを本体に巻きつけたり、本体の脚で踏んだりしないでください。また、電源コードやリモコン
のコードを傷つけたり、破損させたり、加工したり、無理に曲げたり、引っ張ったり、ねじったりしないでください。
→コードが破損し、火災や感電の原因になります。

●	本体やリモコンに水などをこぼさないでください。
→感電やショート・発火の原因になります。

●	お子様や自分で意思表示ができない人や身体の不自由な人に使用させないでください。また、お子様やペットを、本体の上や
本体の周辺（背もたれの後ろや座・フットレストの下など）で遊ばせたり、本体の上にのせたり、座らせたりしないでください。
→事故やケガの原因になります。

● 椅子に2人以上座ってのご使用はおやめください。特に小さなお子様（乳児など）を抱きかかえてのご使用はおやめく
ださい。→事故やケガの原因になります。

●	ぬれた体で座ったり、ぬれた手で操作したりしないでください。
→感電や故障の原因になります。

●	布地が破れた状態では使用せず、電源プラグをコンセントから抜いてください。
→事故やケガ・感電の原因になります。修理はサービスセンター（裏表紙に記載）にご相談ください。

●	フットレストの各ユニットの間やフットレストと本体の間に手や足、物をはさまないようにしてください。また、アームレス
トの各ユニットの間やアームレストと本体の間に手や物をはさまないようにしてください。
→手や足、物がはさまれ、事故やケガ、故障の原因となります。

●	フットレストを手で持ち上げた状態で急に手をはなさないでください。

●	背もたれを倒すときやフットレストを下げるときには、必ず周囲に人（特にお子様）やペットがいないことを確認してくださ
い。また、背もたれの後ろやフットレストの下に体や物をはさまないようにしてください。

 注意
●	素肌では使用しないでください。
●	マッサージおよび椅子としての目的以外には使用しないでください。
→事故やケガの原因になります。

●	頭部、胸部、腹部、関節部（ひじ、ひざなど）には使用しないでください。また、もみ玉の間に手や足、腕などを入れないでください。
→気分が悪くなったり、ケガの原因になります。首筋などには柔らかいタオルを当てて強い刺激を避けてご使用ください。

●	もみ玉が上下する部分や、背もたれと座のすき間や可動部に手や足を入れないでください。 
また、髪飾り、ネックレス、腕時計、ブレスレット、指輪などのかたい物をつけて使用しないでください。
→ケガの原因になります。

●	フットレストは脚部以外には使用しないでください。
→ケガの原因になります。

●	手もみユニットは手以外には使用しないでください。また、肩引ユニットは肩部以外には使用しないでください。
→ケガの原因になります。

●	マッサージチェアを無人で動作させないでください。
→事故やケガの原因になります。
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ご使用時の注意点

 注意
●	緊急時や動作中に異常を感じたときは、リモコンの［急停止］ボタンを押して、動作を停止させてください。
●	使用中に体に激しい痛みや異常を感じたときは、ただちに使用を中止し医師に相談してください。
●	マッサージの刺激が強いと感じたときは、この取扱説明書にしたがい刺激を弱くしてください。それでも強いと感じるとき
は、使用を中止しサービスセンター（裏表紙に記載）にご相談ください。
→強い刺激のままで使用を続けるとケガのおそれがあります。

●	背パッドをはずしてマッサージしないでください。
→ケガの原因になります。

●	マッサージ中は眠らないように注意してください。
→ケガの原因になります。

●	マッサージは、1回15分以内にしてください。同一箇所への連続してのご使用は5分以内にしてください。
→長時間の連続使用は必要以上の刺激となり、逆効果やケガの原因になります。１日当たりのマッサージは、通算30分程度を　
目安にして時間をあけてご使用ください。

●	脚部のマッサージ中にフットレストから脚が抜けた場合、無理に脚を入れないでください。
→無理に入れようとすると、故障の原因になります。

●	手部のマッサージ中に、手もみユニットから手が抜けた場合、無理に手を入れないでください。
→無理に入れようとすると、故障の原因になります。

●	停電のとき、または停電の可能性があるときはただちに使用を中止してPOWER（主電源）スイッチを「OFF」にし、�電源プラ
グをコンセントから抜いてください。
→停電復帰時、事故やケガのおそれがあります。

●	落雷の可能性があるときは、ただちに使用を中止して、POWER（主電源）スイッチを「OFF」にし、電源プラグをコンセント
から抜いてください。

●	動かない場合や異常を感じたときは、事故防止のため、ただちに使用を中止してPOWER（主電源）スイッチを「OFF」にし、電
源プラグをコンセントから抜いて、サービスセンター（裏表紙に記載）に点検・修理を依頼してください。
→感電や漏電・ショートなどによる火災のおそれがあります。

ご使用後や使用しないときの注意点

 注意
●	使用後は必ずPOWER（主電源）スイッチを「OFF」にし、電源プラグをコンセントから抜いてください。
→お子様やペットのイタズラ等による事故やケガのおそれがあります。

●	本機を使用後は、必ず背もたれを完全に起こし、フットレストを完全に下ろしてください。
●	使用後は汚れを取り、湿気の少ないところに保管してください。
●	座、背もたれ、フットレストに物を載せないでください。

●	電源プラグをコンセントから抜くときは、電源コードを持たず、必ず電源プラグを持って抜いてください。
→感電やショートによる火災の原因になります。

●	お手入れの際は必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。また、ぬれた手で電源プラグの抜き差しをしないでください。
●	ご使用にならないときは、必ず電源プラグをコンセントから抜いてください。
→ホコリや湿気で絶縁劣化し、感電や漏電・火災の原因になります。

その他の注意点

 警告

●	本体の上に立たないでください。座部以外に座るなどして、上から強い衝撃を与えないでください。
→転倒による事故やケガ、故障の原因になります。

●	機器が故障した場合は、勝手に修理せず、販売店またはサービスセンター（裏表紙に記載）に連絡してください。
●	電源コードが破損した場合、危険ですのでコードの交換はサービスセンター（裏表紙に記載）に依頼してください。
●	機器は改造しないでください。
→火災や感電、ケガの原因になります。

 注意

●	他の人に譲渡、貸与するときは、本体とともにこの取扱説明書を必ずお渡しください。

お願い

●	製品及び付属品を廃棄する場合には、最寄りの市町村窓口で正しい廃棄方法をお問い合わせください。

安全上のご注意

【
安
全
上
の
ご
注
意
】
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使用目的・効能または効果

あんま・マッサージの代用。一般家庭で使用すること。

●疲労回復	 ●筋肉の疲れをとる	 ●神経痛・筋肉痛の痛みの緩和
●血行をよくする	 ●筋肉のこりをほぐす

おもな特長と効能・効果

【
お
も
な
特
長
と
効
能
・
効
果
】

4

マンションサイズで

全身マッサージ機能
首から腰にかけてもみ玉でのマッサージ、座面、脚ユニッ

トでのエアーマッサージはもちろんのことながら、前面か

らのマッサージを実現した肩引エアーユニット、心地よく

手を包み込む手もみユニットをコンパクトサイズで実現

しました。

光センサーによる

自動指圧点検索機能
マッサージ前に、その人の体型に応じて指圧点を自動的に

検索。体型や目的に合わせて効果的なマッサージが行な

えるようになっています。

LEDで見やすい

スタイリッシュなリモコン
選択したコースボタンがLED発光で光るので分かりやす

く、ボタン操作も簡単です。さらにリモコン半円部には肩

位置検索や、扉内部での操作をLEDで表示します。

心地よい姿勢を簡単調節できる

電動リクライニング機能
背もたれの角度を床面に対して約120°～約170°の範囲

内で、フットレストユニットの角度を約90°の範囲内で、

それぞれお好みの角度に調節できます。

その時その疲れに合った

多彩なコース機能
目的に合わせて最適なコースが選べるメディカルコース

と快適コース、短時間でリフレッシュできるクイックコー

ス、お好みで組み合わせることができる自由選択コースを

ご用意しました。

全身ストレッチ機能

背筋伸ばし、ひねり・そりなどのストレッチをリクライニ

ング動作との連動で実現。身体の縦軸をしっかり伸ばす

全身ストレッチです。

ブランコ式エアー押し出しメカ

エアーバッグでメカの押し出し量が調節でき、もみ味の強

弱がコントロールできます。

肩引エアーユニット機能

側面から行うエア－マッサージに、背中のもみ玉とのコラボ

レーションで指圧効果をより高めることを可能にしました。



●アームレスト（左）

各部の名前と働き

●枕（大）

●枕（小）

●もみ玉
もみ玉は通常背もたれ上部
に収納されています。

●肩引ユニット（右）

●リモコンホルダー

●手もみユニット（右）

●アームレスト（右）　　

●背パッド

●肩引ユニット（左）

●座

●フットレスト
ふくらはぎユニット
足裏ユニット【

各
部
の
名
前
と
働
き
】

●裏カバ－

●背もたれ折り畳み金具

●キャスター

● POWER（主電源）
スイッチ

●インレット

●アース端子　　

5

●背もたれ　　

●手もみユニット（左）

●コネクター
●電源コード
●電源プラグ

●肩引用エアーセル
/4個

●太もも用
　 エアーセル
/2個

●脚用エアーセル
/10個

●ふくらはぎ用
エアーセル
/6個

●手もみ用
    エアーセル
/左右各2個
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注意
●	リモコンに水などをこぼさないでください。

●	ぬれた手で操作しないでください。

●リモコンの上に座ったり、リモコンを落としたり、踏んだり、リモコンのコードを強く引っ張ったりしないでください。
●先のとがったものやかたいものでボタンを押さないでください。→破損の原因になります。

入／切ボタン

リモコンの電源の「入」「切」を行います。
動作中に押すともみ玉が収納位置まで戻ってか
ら停止します。
リモコンの電源が「入」の状態では緑色、「切」の状
態ではオレンジ色、急停止中のときは赤色に点滅
します。

急停止ボタン

緊急時や動作中に異常を感じたときに押してく
ださい。その場で動作が停止します。

自動コースボタン１　→P17参照
(メディカルコース)

各コースボタンで、コースを選択できます。

もみ位置調節ボタン　→P20参照

指圧点検索時の肩位置を調節、自由選択コース中
のもみ玉の位置の調節に使用します。

リクライニングボタン　→P13参照

リクライニング角度を調節します。

フットレストボタン　→P14参照

フットレスト角度を調節します。

自動コースボタン２　→P18参照
(クイックコース)

各コースボタンで、コースを選択できます。

自動コースボタン３　→P18参照
(快適コース)

骨盤おしりコースを選択できます。

調節ボタン　→P24参照

基本動作の調節ができます。

基本動作ボタン　→P23参照

もみ、たたき、ローラーなどマッサージの基本
となる動作を選択できます。

エアーマッサージボタン　→P23参照

肩引、手、下半身のエアーマッサージが選択で
きます。
※3種類のエアーマッサージを同時に選択できます。
また、ボタンを繰り返し押すことでエアーの強さを
調節できます。

コース選択表示部

扉内部のコース選択時に対応す
るランプが点灯します。

もみ玉位置表示部

マッサージ中のもみ玉の位置を
表示します。

指圧点検索表示ランプ

指圧点の検索と検索完了をラン
プでお知らせします。

リモコン

リモコン／扉内部

【
各
部
の
名
前
と
働
き
】
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ご使用の前に
●この製品は、背もたれが折り畳まれた状態で梱包してお届けしています。ご使用の前には、必ずカチッと音がすると
ころまで起こして下さい。
●冷えきった室内の温度を上げて使用するときは、室温を急に上げず、徐々に上げてください。本機を冷えきった状態
のまま暖かい室内に持ち込んだときは、1時間ほど待ってから使用してください。
→動作部に露が生じ、性能を十分発揮できなくなるときがあります。

設置場所について

リクライニングをしたときに壁や物に当たらないように、本体後のスペースは約40㎝以上、本体前のスペースは約30㎝
以上確保してください。また、左右のスペースは約20㎝以上確保してください。

注意

●浴室やサウナなど、湿気の多い場所では使用しないでください。
●床面の水平な場所に置いて使用してください。
●ゴミやホコリの多い場所、または周囲温度が高い場所（40℃以上）では使用しないでください。
●直射日光が当たる場所やストーブの近くなど、直接高温になる場所に設置しないでください。

●床面の傷つき防止や運転中の音をやわらげるためにも本体下にカーペットなどを敷いてください。
（ホットカーペットは敷かないでください。）
●重量物ですので、下ろすとき床面を傷つけないように注意してください。
●テレビやラジオなどのAV機器から1m以上離してください。雑音が入ることがあります。
●体重100㎏の人が座った状態で1c㎡あたり約2.3 kg の荷重がかかります。　

前後のスペース左右のスペース

約40㎝

約20㎝

約30㎝

【
ご
使
用
の
前
に
】
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同梱物の確認

梱包箱には本体と同梱物が入っていることを確認してください。

製品本体

緩衝パッド（薄） 枕（小）

緩衝パッド（厚） 背パッド 枕（大）

3m

取扱説明書 チラシ ACコード

アース線 指圧パッドB×2 リモコンホルダー

肩引ユニット（左右）

本　体 付属品1

付属品2 付属品3



移動の仕方

POWER（主電源）スイッチを「OFF」の状態にし、電源プラグおよびアース線をコンセントから抜いてから運んでください。

持ち上げて運ぶとき

運び方（１）
　アームレスト下部の前後に持ち手がありますので、左
右を二人で持ち上げて運んでください。

運び方（２）
　リクライニングを倒し、バックカバー上部の持ち手と
フットレストのキャスター側の角を持って持ち上げ
て運んでください。

キャスターで移動するとき

運び方（３）
　本体に移動用キャスターがついています。背もたれを
起こし、図のようにフットレストを持って前側を浮か
せ、キャスターで移動してください。

注意
●人をのせたまま移動させないでください。
●電源コード、アース線をコンセントからはずして移動させてください。
　→電源コード、アース線が破損し、火災や感電の原因になります。

背もたれの起こし方・折り畳み方

●背もたれを起こす
背もたれの上側を持ってカチッと音がするまで起こし
てください。

●背もたれを折り畳む
背もたれを折り畳む場合は①背もたれ折り畳み金具の
レバーを上げ、②背もたれの上側を前に押し倒してく
ださい。

■電源コードやリモコ

ンコードなどを挟ま

ないように注意して

ください。

■最後まできちんと起

こしてください。

■背パッド・枕（大）

（小）、肩引ユニット

（左右）を外してくだ

さい

①

②

アースの取付け方

万一の感電防止のために、アース線を取り付けてください。

①電源コンセントにアース端子がある場合
アース端子のネジに付属のアース線を接続し、他端部の先端
の皮をむき、電源コンセントのアース端子に確実に接続して
ください。アースがはずれたり、端子がゆるんでないかとき
どき点検してください。
②電源コンセントにアース端子がない場合
お買い上げの販売店にご相談ください。

【
ご
使
用
の
前
に
】

アース端子ネジ

ご家庭の
アース端子
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持ち上げて運ぶとき

キャスターで移動するとき 運び方（1） 運び方（2）

運び方（3）

肩引ユニット

背パッド
枕（大）（小）

レバー



背パッド・枕の取付け方

背パッドの取付け方

①背パッドのファスナーと背もたれ上部のファスナーをつ
なぎます。

②背パッドのホックと座のホックを留めます。
　（左右留めてください。）

警告
●背パッドを取付けずにマッサージしないでください。

→ケガの原因になります。

枕の付け方 　
本機には大小2種類の枕が付属されてい
ます。①・②の順で枕を椅子に取付けて
ください。

ご使用の前に

【
ご
使
用
の
前
に
】
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肩引ユニットの取付け方／外し方

肩引ユニットの取付け方

解除ボタン

吸気部
（突起小）

固定部
（突起大）

軸

肩引ユニットの外し方

肩引ユニットを外す場合は以下の手順で行ってください。

①肩引ユニットを本体側にまっすぐ押さえる。

②①をしたまま解除ボタンを押す。

③解除ボタンを押したまま引き抜く。

①

②
③

背もたれ
背パッド

ファスナー

枕（大）
背パッド

枕（小）

おもり

①枕（大）を着ける ②枕（小）を着ける

枕（大）
マジックテープ

ベルト

マジックテープを合わせる。 ベルトに通す。

背パッド

座

ホック

肩引ユニットから出ている軸の部分を、背もたれ横の穴に差し込み、奥まで押し込んでください。この時、吸気部が上に
なるように取付けてください。また、肩引ユニットには左右があります。

●取付けた後に、必ず引っ張って抜けないことを確認してください。
●肩引ユニットは、外した状態では使用できません。必ず取付けてご使用ください。

警告
●肩引ユニットにぶら下がったり、のぼったり、座ったりしないでください。
→故障やケガの原因になります。

●ご使用前には必ず肩引ユニットを引っ張って、抜けないことを確認してください。
→ケガや破損の原因になります。


